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■会議内容 
1. 研究 1（Nomogram study） 
（1） 進捗状況について 

事務局より、主解析論文の一つである『Nomogram as a novel predictive tool for 
lymph node metastasis in T1 colorectal cancer treated with endoscopic resection: A 
nationwide, multicenter study』が Gastrointestinal Endoscopy 誌に掲載されたこと、お

よび、1 篇の主解析論文と 3 編の副次的解析論文が投稿中であることが報告され

た。また、米国の共同研究機関（Cleveland Clinic）において国際共同研究用のプロト

コールを作成中であることが紹介された。 
 

（2） 副次的研究について 
以下の 3 課題の副次的研究について報告された。 
 pT1 大腸癌の組織学的リスク因子判定において特殊染色が与える影響 

（がん研有明病院 高松 学先生） 
⇒脈管侵襲の検出頻度に施設間差が存在しており、判定に使用した特殊染色等

の影響を検証するために各施設にアンケート調査を行うことが提案され、了承

された。 
 

 pT1 大腸癌の局所切除後追加外科手術推奨レベル別にみた再発リスクに関する

検討 



（安佐市民病院 鴫田 賢次郎先生、永田 信二先生） 
⇒ガイドラインで示されている追加外科手術を考慮する因子に関して、因子に

よって再発リスクが異なることが報告された。主解析論文との重複を避ける調

整を行うことを認識共有した。 
 

 下部直腸早期癌におけるリンパ節転移危険因子と治療の現状 
（東京都立広尾病院 小林 宏寿先生） 

⇒pT1 下部直腸癌では臨床病理学的特徴やリンパ節転移リスク因子が他の部位と

異なり、悪性度が高いことが報告された。国立がんセンター東病院の副次的研

究と重複しないよう事務局から調整することを確認した。 
 

2. 研究 2（F1 study） 
（1） 進捗状況について 

事務局より新規病理因子（簇出、低分化胞巣、最低分化度など）について、病理

分科会で作成した病理アトラスに基づく判定による 2 回目の interobserver study を行

い、評価の一致率が脈管侵襲等の一致率と同等以上であることが確認できたため、

本体研究の病理評価を開始したことが報告された。 
 

3. その他 
浦岡委員より、研究 1 における東京医療センターの Ip 型の T1 大腸癌に関する副次的

研究において、Head invasion 等で他のリンパ節転移リスク因子が存在しないにも関わ

らず再発を来した 7 例について、データベースの変更を伴わない病理所見の再評価が

提案され、事務局を介して該当症例を登録した施設に個別に調整を行うことが了承さ

れた。 


